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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照元文書を表示する参照元文書表示領域と、新規文書の編集領域である新規文書編集
領域とを同一表示画面上に表示して、前記参照元文書から前記新規文書を作成するための
作業を支援する文書作成支援装置であって、
　前記参照元文書を表示画面上の前記参照元文書表示領域内に表示する参照元文書表示手
段と、
　前記参照元文書中の一語以上からなる参照元表現に関連した関連情報を検索する検索手
順を予め記憶した検索手順記憶手段と、
　この検索手順記憶手段に記憶されている検索手順に基づいて、前記関連情報を検索する
検索手段と、
　この検索手段で検索された関連情報中の一語以上からなる表現を、前記参照元表現に対
応する文書部品として抽出して生成する文書部品生成手段と、
　この文書部品生成手段で生成された文書部品を記憶するとともに、前記文書部品毎に、
当該文書部品が前記新規文書に挿入されて使用中であるか否かを示す使用状況属性を記憶
する文書部品記憶手段と、
　前記文書部品の表示制御を行う文書部品表示制御手段と、
　前記新規文書の編集制御を行う新規文書編集制御手段と、を備え、
　前記文書部品表示制御手段は、
　前記文書部品を前記文書部品記憶手段から読み出して、前記参照元文書表示領域内にお
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いて、前記参照元表現に対応付けた位置に配置して表示する部品表示手段と、
　前記参照元文書表示領域内に表示された文書部品が入力装置により選択されることで、
前記新規文書に挿入する文書部品を特定する挿入部品特定手段と、を備え、
　前記新規文書編集制御手段は、
　前記新規文書を、前記表示画面上の編集領域である前記新規文書編集領域内に表示する
新規文書表示手段と、
　前記新規文書編集領域内の任意の位置が前記入力装置により選択されることで、当該位
置に前記挿入部品特定手段で特定された文書部品を挿入する部品挿入手段と、を備え、
　前記部品挿入手段は、前記文書部品を前記新規文書に挿入した段階で、前記使用状況属
性を、使用中を示す状態に設定し、
　前記部品表示手段は、前記使用状況属性で使用中の状態が設定されている文書部品につ
いて、使用中を表す文字色等の予め定めた属性で前記文書部品を表示することを特徴とす
る文書作成支援装置。
【請求項２】
　前記新規文書編集領域内の文書部品が前記入力装置により選択されることで、当該文書
部品を前記新規文書から削除する部品削除手段をさらに備え、
　前記部品削除手段は、前記文書部品を前記新規文書から削除した段階で、前記使用状況
属性を、不使用を示す状態に設定し、
　前記部品表示手段は、前記使用状況属性で不使用の状態が設定されている文書部品につ
いて、不使用を表す文字色等の予め定めた属性で前記文書部品を表示することを特徴とす
る請求項１に記載の文書作成支援装置。
【請求項３】
　前記文書部品表示制御手段は、
　前記参照元文書表示領域内の任意の文書部品が前記入力装置により選択されることで、
強調表示する文書部品を特定する使用元強調部品特定手段をさらに備え、
　前記新規文書編集制御手段の新規文書表示手段が、
　前記使用元強調部品特定手段で特定された文書部品と同一の前記新規文書編集領域内の
文書部品を強調表示することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の文書作成支援装
置。
【請求項４】
　前記新規文書編集制御手段は、
　前記新規文書編集領域内の任意の文書部品が前記入力装置により選択されることで、強
調表示する文書部品を特定する使用先強調部品特定手段をさらに備え、
　前記文書部品表示制御手段の部品表示手段が、
　前記使用先強調部品特定手段で特定された文書部品と同一の前記参照元文書表示領域内
の文書部品を強調表示することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載
の文書作成支援装置。
【請求項５】
　参照元文書を表示する参照元文書表示領域と、新規文書の編集領域である新規文書編集
領域とを同一表示画面上に表示して、前記参照元文書から前記新規文書を作成するための
作業を支援するために、文書作成支援装置のコンピュータを、
　前記参照元文書を表示画面上の前記参照元文書表示領域内に表示する参照元文書表示手
段、
　前記参照元文書中の一語以上からなる参照元表現に関連した関連情報を検索する検索手
順を予め記憶した検索手順記憶手段に記憶されている前記検索手順に基づいて、前記関連
情報を検索する検索手段、
　この検索手段で検索された関連情報中の一語以上からなる表現を、前記参照元表現に対
応する文書部品として抽出して生成する文書部品生成手段、
　この文書部品生成手段で生成された文書部品を、前記参照元文書表示領域内において、
前記参照元表現に対応付けた位置に配置して表示する部品表示手段、
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　前記参照元文書表示領域内に表示された文書部品が入力装置により選択されることで、
前記新規文書に挿入する文書部品を特定する挿入部品特定手段、
　前記新規文書を、前記表示画面上の編集領域である前記新規文書編集領域内に表示する
新規文書表示手段、
　前記新規文書編集領域内の任意の位置が前記入力装置により選択されることで、当該位
置に前記挿入部品特定手段で特定された文書部品を挿入する部品挿入手段、として機能さ
せ、
　前記部品挿入手段は、前記文書部品を前記新規文書に挿入した段階で、当該文書部品が
前記新規文書に挿入されて使用中であるか否かを示す使用状況属性を記憶する文書部品記
憶手段において、前記使用状況属性を、使用中を示す状態に設定し、
　前記部品表示手段は、前記使用状況属性で使用中の状態が設定されている文書部品につ
いて、使用中を表す文字色等の予め定めた属性で前記文書部品を表示することを特徴とす
る文書作成支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書作成者が参照元の文書から文書部品を利用して、新規文書を作成するた
めの支援を行う文書作成支援装置及び文書作成支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、文書作成者は、ある事柄に関する文書を作成する際に、事前にその事柄に関し
て多くの調査を行い、その調査結果である文書の一部分を利用して新規文書を作成してい
る。例えば、日本語文書を外国語文書に翻訳する作業を例に挙げると、文書作成者（翻訳
者）は、翻訳元文書（日本語文書）の内容に関して、辞書、過去の翻訳結果、ウェブ（Ｗ
ｅｂ）ページ等、多くの情報資源を参照し、その情報資源中にある表現を、翻訳先文書（
外国語文書）の表現として利用している（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　従来、このような情報資源の参照は、コンピュータ上において、新規文書の文書作成ツ
ール（エディタ等）とは独立したツールを用いて行われている。例えば、辞書を参照する
場合、文書作成者は、電子辞書検索ツールを用いて用語の検索を実行させて、その検索結
果の一部分を新規文書の表現として利用している。また、翻訳結果を参照する場合、文書
作成者は、翻訳ツールで翻訳を実行させて、その翻訳文の一部分を新規文書の表現として
利用している。
【０００４】
　この検索結果、翻訳結果等の利用方法は、一般に以下のように行われる。例えば、翻訳
結果を利用する場合、文書作成者は、翻訳ツールが表示する翻訳結果に利用したい表現が
含まれていると判断すると、マウス等によって、その表現（文書部品）を選択、コピーし
、文書作成ツールにおいて行われている編集中の翻訳文書中にペーストする。あるいは、
文書作成者は、翻訳結果を、文書作成ツールの別ウィンドウ画面にペーストすることで、
一時的なメモとして記憶しておき、そのメモの中からいくつかを選択して、編集中の翻訳
文書中に文書部品として挿入する。なお、このメモは、コンピュータ外のノート、紙等で
ある場合もある。
　このように、従来、文書作成者は、異なるツールによって参考元文書に関連して検索等
された結果から、利用可能な文書部品を選択して、新規文書を作成している。
【非特許文献１】熊野正、他、「翻訳用例提示システムの設計・開発・運用」、電子情報
通信学会論文誌、Ｖｏｌ．Ｊ８４　４－Ｄ－ＩＩ、Ｎｏ．６、ｐｐ．１１７５－１１８４
（２００１年）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかし、従来の手法では、参照元文書に関連する関連情報を検索する検索ツール等と、
新規文書の作成ツール（エディタ等）とは、機能的な関連性を有さない個々に独立したも
のである。そのため、文書作成者は、検索ツール等の検索結果から、文書部品を利用する
ために、コピー、ペーストを繰り返す必要があり、操作に手間がかかるという問題がある
。
【０００６】
　また、従来の手法では、検索ツールと、新規文書の作成ツールとが独立しているため、
文書作成者は、文書部品が検索結果のどの部分から利用されたものであるのかを対応して
認識する手段がなく、文書作成者自らの記憶に頼らなければならない。これは、新規文書
が長文になると、文書作成者が、文書部品を利用したか否かを確認することが困難である
ことを意味する。
　そのため、従来の手法では、文書作成者が、文書部品を利用したことを忘れ、再度同一
の文書部品を利用して同様の文章を生成したり、あるいは、すでにある文書部品を利用し
たと誤って判断し、新規文書に当該文書部品を利用した文章の追加を忘れたり、等の作業
ミスを発生させる問題がある。
【０００７】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたものであり、参照元文書から文
書作成者が容易に文書部品を利用することを可能にし、さらに、文書部品の利用状態を文
書作成者に提示することを可能にすることで文書作成の支援を行う文書作成支援装置及び
文書作成支援プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記目的を達成するために創案されたものであり、まず、請求項１に記載の
文書作成支援装置は、参照元文書を表示する参照元文書表示領域と、新規文書の編集領域
である新規文書編集領域とを同一表示画面上に表示して、前記参照元文書から前記新規文
書を作成するための作業を支援する文書作成支援装置であって、参照元文書表示手段と、
検索手順記憶手段と、検索手段と、文書部品生成手段と、文書部品記憶手段と、文書部品
表示制御手段と、新規文書編集制御手段とを備え、前記文書部品表示制御手段は、部品表
示手段と、挿入部品特定手段とを備え、前記新規文書編集制御手段は、新規文書編集手段
と、新規文書表示手段と、部品挿入手段とを備える構成とした。
【０００９】
　かかる構成において、文書作成支援装置は、参照元文書表示手段によって、参照元文書
を表示画面上の参照元文書表示領域内に表示する。ここで、参照元文書は、文書作成者が
新規文書を作成する際に参照するための文書である。また、文書作成支援装置は、検索手
順記憶手段に、参照元文書中の一語以上からなる参照元表現に関連した関連情報を検索す
る検索手順を予め記憶しておく。
　そして、文書作成支援装置は、検索手段によって、検索手順記憶手段に記憶されている
検索手順に基づいて関連情報を検索する。この検索手順は、参照元表現に関連した関連情
報を検索するものであればその手法は問わないが、例えば、参照元表現をウェブ検索する
ことで、参照元表現に関連する情報を取得してもよいし、対訳辞書を検索することで、参
照元表現に関連する訳例を取得することとしてもよい。
【００１０】
　さらに、文書作成支援装置は、文書部品生成手段によって、検索手段で検索された関連
情報中の一語以上からなる表現を、参照元表現に対応する文書部品として抽出して生成し
、文書部品記憶手段に記憶する。なお、関連情報から、文書部品を抽出する手法は、関連
情報から、参照元表現に対応する表現を自動的に抽出することとしてもよいし、文書作成
者によって指定されることとしてもよい。
【００１１】
　そして、文書作成支援装置は、文書部品表示制御手段によって、文書部品の表示装置へ
の表示制御を行い、新規文書編集制御手段によって、新規文書の編集制御を行う。
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　また、文書作成支援装置は、文書部品表示制御手段の部品表示手段によって、文書部品
を文書部品記憶手段から読み出して、参照元文書表示領域内において、参照元表現に対応
付けた位置に配置して表示する。これによって、参照元表現に対応する文書部品が、同一
画面上で提示されることになる。
【００１２】
　そして、文書作成支援編集領域である装置は、文書部品表示制御手段の挿入部品特定手
段によって、参照元文書表示領域内に表示された文書部品が入力装置により選択されるこ
とで、新規文書に挿入する文書部品を特定する。
　また、文書作成支援装置は、新規文書編集制御手段の新規文書表示手段によって、新規
文書を、表示画面上の新規文書編集領域内に表示する。
　そして、文書作成支援装置は、新規文書編集制御手段の部品挿入手段によって、新規文
書編集領域内の任意の位置が入力装置により選択されることで、当該位置に挿入部品特定
手段で特定された文書部品を挿入する。これによって、文書部品を新規文書内の部品とし
て利用することが可能になる。
【００１３】
　また、文書作成支援装置の文書部品記憶手段には、前記文書部品毎に、当該文書部品が
前記新規文書に挿入されて使用中であるか否かを示す使用状況属性をさらに記憶し、前記
部品挿入手段は、前記文書部品を前記新規文書に挿入した段階で、前記使用状況属性を、
使用中を示す状態に設定し、前記部品表示手段は、前記使用状況属性で使用中の状態が設
定されている文書部品について、使用中を表す文字色等の予め定めた属性で前記文書部品
を表示する構成とした。
【００１４】
　かかる構成において、文書作成支援装置は、文書部品記憶手段に使用状況属性を記憶し
ておくことで、文書部品が新規文書に挿入（使用）されたことを記憶しておくことができ
る。これによって、部品表示手段が、文書部品を表示する際に、使用中の文書部品を特定
の属性（例えば、固有の色等）で表示することで、使用中の文書部品を視覚化することが
できる。
【００１５】
　さらに、請求項２に記載の文書作成支援装置は、請求項１に記載の文書作成支援装置に
おいて、前記新規文書編集領域内の文書部品が前記入力装置により選択されることで、当
該文書部品を前記新規文書から削除する部品削除手段をさらに備え、前記部品削除手段は
、前記文書部品を前記新規文書から削除した段階で、前記使用状況属性を、不使用を示す
状態に設定し、前記部品表示手段は、前記使用状況属性で不使用の状態が設定されている
文書部品について、不使用を表す文字色等の予め定めた属性で前記文書部品を表示する構
成とした。
【００１６】
　かかる構成において、文書作成支援装置は、新規文書編集領域内の文書部品が選択され
ると、部品削除手段によって、文書部品を新規文書から削除し、当該文書部品の使用状況
属性を、不使用を示す状態に設定する。これによって、部品表示手段が、当該文書部品が
使用されていないことを認識することができ、文書部品が使用されていない状態を視覚化
することができる。
【００１７】
　また、請求項３に記載の文書作成支援装置は、請求項１又は請求項２に記載の文書作成
支援装置において、前記文書部品表示制御手段が、前記参照元文書表示領域内の任意の文
書部品が前記入力装置により選択されることで、強調表示する文書部品を特定する使用元
強調部品特定手段をさらに備え、前記新規文書編集制御手段の新規文書表示手段が、前記
使用元強調部品特定手段で特定された文書部品と同一の前記新規文書編集領域内の文書部
品を強調表示する構成とした。
【００１８】
　かかる構成において、文書作成支援装置は、使用元強調部品特定手段によって、参照元
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文書表示領域内の任意の文書部品が選択されることで、強調表示を行う文書部品を特定す
る。そして、新規文書編集領域内にその特定された文書部品が存在する場合、新規文書表
示手段によって、その文書部品が強調表示されることになる。これによって、参照元文書
表示領域内の文書部品が、現在新規文書のどこに利用されているのかを視覚化することが
できる。
【００１９】
　さらに、請求項４に記載の文書作成支援装置は、請求項１から請求項３のいずれか一項
に記載の文書作成支援装置において、前記新規文書編集制御手段が、前記新規文書編集領
域内の任意の文書部品が前記入力装置により選択されることで、強調表示する文書部品を
特定する使用先強調部品特定手段をさらに備え、前記文書部品表示制御手段の部品表示手
段が、前記使用先強調部品特定手段で特定された文書部品と同一の前記参照元文書表示領
域内の文書部品を強調表示する構成とした。
【００２０】
　かかる構成において、文書作成支援装置は、使用先強調部品特定手段によって、新規文
書編集領域内の任意の文書部品が選択されることで、強調表示を行う文書部品を特定する
。そして、参照元文書表示領域内にその特定された文書部品が存在する場合、部品表示手
段によって、その文書部品が強調表示されることになる。これによって、新規文書編集領
域内の文書部品が、参照元文書のどの文書部品を利用したのかを視覚化することができる
。
【００２１】
　また、請求項５に記載の文書作成支援プログラムは、参照元文書を表示する参照元文書
表示領域と、新規文書の編集領域である新規文書編集領域とを同一表示画面上に表示して
、前記参照元文書から前記新規文書を作成するための作業を支援するために、文書作成支
援装置のコンピュータを、参照元文書表示手段、検索手段、文書部品生成手段、部品表示
手段、挿入部品特定手段、新規文書表示手段、部品挿入手段として機能させる構成とした
。
【００２２】
　かかる構成において、文書作成支援プログラムは、参照元文書表示手段によって、参照
元文書を表示画面上の参照元文書表示領域内に表示する。また、文書作成支援プログラム
は、検索手段によって、検索手段記憶手段に記憶されている検索手順に基づいて関連情報
を検索する。
　さらに、文書作成支援プログラムは、文書部品生成手段によって、検索手段で検索され
た関連情報中の一語以上からなる表現を、参照元文書中の一語以上からなる参照元表現に
対応する文書部品として抽出して生成する。
　そして、文書作成支援プログラムは、部品表示手段によって、文書部品を、参照元文書
表示領域内において、参照元表現に対応付けた位置に配置して表示する。これによって、
参照元表現に対応する文書部品が、同一画面上で提示されることになる。
　そして、文書作成支援プログラムは、挿入部品特定手段によって、参照元文書表示領域
内に表示された文書部品が入力装置により選択されることで、新規文書に挿入する文書部
品を特定する。
【００２３】
　また、文書作成支援プログラムは、新規文書表示手段によって、新規文書を、表示画面
上の新規文書編集領域内に表示する。
　そして、文書作成支援プログラムは、部品挿入手段によって、新規文書編集領域内の任
意の位置が入力装置により選択されることで、当該位置に挿入部品特定手段で特定された
文書部品を挿入する。これによって、文書部品を新規文書内の部品として利用することが
可能になる。
　このとき、部品挿入手段は、文書部品を新規文書に挿入した段階で、当該文書部品が新
規文書に挿入されて使用中であるか否かを示す使用状況属性を記憶する文書部品記憶手段
において、使用状況属性を、使用中を示す状態に設定し、部品表示手段は、使用状況属性
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で使用中の状態が設定されている文書部品について、使用中を表す文字色等の予め定めた
属性で文書部品を表示する。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、以下に示す優れた効果を奏するものである。
　請求項１又は請求項５に記載の発明によれば、元となる文書（参照元文書）から、新規
文書を作成する際に、文書作成者に対して、参照元文書の表現に関連する文書部品を参照
元文書に対応付けて提示することができる。これによって、文書作成者は、新規文書を作
成する際に、参照元文書に関連する文書部品を有効活用することができる。
　また、請求項１又は請求項５に記載の発明によれば、参照元文書の表現に関連する文書
部品を、マウス操作等の入力装置の簡単な操作で、新規文書に挿入することができ、新規
文書を作成する際の効率を高めることができる。
【００２５】
　また、請求項１又は請求項５に記載の発明によれば、新規文書に使用されている文書部
品を視覚化することができるため、文書作成者は、文書部品の利用状態を一目で認識する
ことができ、同様の文章を再度作成したり、新規文書に文書部品を利用した文章の追加を
忘れたり、等の作業ミスの発生を防止することができる。
【００２６】
　請求項２に記載の発明によれば、新規文書内で、文書部品を削除することで、当該文書
部品を使用していない状態に設定することができるため、新規文書内において、文書部品
の挿入、削除を自由に行うことができ、新規文書編集の作業効率を高めることができる。
【００２７】
　請求項３又は請求項４に記載の発明によれば、文書部品が選択されることで、当該文書
部品と同一の文字列の文書部品をすべて強調表示することができる。これによって、文書
部品毎に、文書部品の利用状況を視覚化することができ、文書作成者は、どの文書部品が
、どのように利用されているのかを把握することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
［発明の概要］
　まず、図９を参照して、本発明の概要について説明する。図９は、本発明に係る文書作
成支援装置の概要を説明するための説明図である。図９では、文書作成支援装置が表示す
る表示画面の一例を示し、日本語文書（参照元文書）を英語文書（新規文書）に翻訳する
際の画面例を示している。
【００２９】
　図９に示すように、文書作成支援装置は、表示画面２０上の主画面２１に、参照元文書
表示領域２２と、新規文書編集領域２３とを設けている。参照元文書表示領域２２は、文
書作成者が新規文書を作成する際に参照する参照元文書を表示するための領域であって、
ここでは、日本語文書を表示している。また、新規文書編集領域２３は、新規文書を編集
するための領域であって、ここでは、翻訳作業中の英語文書を表示している。
【００３０】
　ここで、文書作成支援装置は、文書作成者によって、参照元文書中の一語以上からなる
参照元表現が選択されることで、当該参照元表現に対し、予め定めた検索を実行し、検索
結果を表示画面２０上にサブ画面２４として表示する。ここでは、参照元表現に関し、対
訳辞書を検索した検索結果を表示する対訳辞書検索結果画面２４１、翻訳用例を検索した
検索結果を表示する翻訳用例検索結果画面２４２、ウェブ検索を行った検索結果を表示す
るウェブ検索結果画面２４３をサブ画面２４として表示している。
【００３１】
　そして、文書作成支援装置は、これらの検索結果の中から、予め定めた手順により選択
された表現又は文書作成者によって選択された表現を、参照元文書表示領域２２の参照元
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表現に対応付けて、新規文書に利用可能な表現となる文書部品として表示する。
　例えば、図９では、文書作成支援装置は、参照元表現「建設的な役割を果たす」を翻訳
用例検索することで、文書部品「ｐｌａｙ　ａ　ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｖｅ　ｒｏｌｅ」
が、参照元表現「建設的な役割を果たす」に対応付けられたことを表している。このよう
に、文書作成支援装置は、参照元文書２２１の参照元表現に対して、文書部品２２２を対
応付けて表示する。
【００３２】
　さらに、文書作成支援装置は、文書作成者が新規文書編集領域２３において新規文書を
編集中に、参照元文書表示領域２２から文書部品を、文書作成者のマウスによるドラッグ
＆ドロップ操作等を受けて、新規文書に挿入する。例えば、図９では、文書部品「Ｂｕｓ
ｈ」が、新規文書に挿入された例を示している。
　このように、文書作成支援装置は、参照元文書の参照元表現から、新規文書に利用可能
な文書部品を検索、表示することで、文書作成者の文書作成を支援する。
　以下、本発明に係る文書作成支援装置の構成及び動作について順次説明を行う。
【００３３】
［文書作成支援装置の構成］
　最初に、図１を参照して、本発明に係る文書作成支援装置の構成について説明する。図
１は、本発明に係る文書作成支援装置の構成を示す機能ブロック図である。
【００３４】
　文書作成支援装置１は、文書作成者が、参照元文書を参照して、新規文書を作成するた
めの作業を支援するものである。ここでは、文書作成支援装置１は、参照元文書記憶手段
１０と、参照元文書表示制御手段１１と、検索手順記憶手段１２と、検索・文書部品生成
手段１３と、文書部品記憶手段１４と、文書部品表示制御手段１５と、新規文書編集制御
手段１６と、新規文書記憶手段１７とを備えている。なお、文書作成支援装置１は、液晶
モニタ等の表示装置２、マウス、キーボード等の入力装置３を外部に接続している。
【００３５】
　参照元文書記憶手段１０は、文書作成者が新規文書を作成する際に参照する参照元の文
書（参照元文書）を記憶するものであって、ハードディスク等の一般的な記憶手段である
。この参照元文書記憶手段１０には、複数の参照元文書を予め記憶しておくこととしても
よいし、ネットワーク４を介して参照元文書を取得し記憶することとしてもよいし、光学
式文字読み取り装置（ＯＣＲ：Optical Character Reader）５が出力する参照元文書を入
力し記憶することとしてもよいし、光ディスク等の他の記録媒体６から参照元文書を読み
出して記憶することとしてもよい。
【００３６】
　参照元文書表示制御手段１１は、参照元文書の表示装置２への表示を制御するものであ
る。なお、参照元文書表示制御手段１１は、文書作成者が、参照元文書中で検索を希望す
る一語以上からなる表現（参照元表現）を指定する機能を有している。
【００３７】
　ここで、図２を参照して、参照元文書表示制御手段１１の構成について具体的に説明す
る。図２は、参照元文書表示制御手段の詳細な機能ブロック図である。図２に示すように
、参照元文書表示制御手段１１は、参照元文書表示手段１１ａと、検索表現特定手段１１
ｂとを備えている。
【００３８】
　参照元文書表示手段１１ａは、参照元文書記憶手段１０から参照元文書を読み出して、
表示装置２に表示するものである。なお、参照元文書が複数存在する場合は、文書作成者
が、マウス等の入力装置３を用いて、参照元文書を指定することとする。
【００３９】
　検索表現特定手段１１ｂは、表示装置２に表示された参照元文書に対し、文書作成者が
検索を希望する参照元表現を特定するものである。ここでは、検索表現特定手段１１ｂは
、入力装置３を介して、表示装置２に表示された参照元文書中の一語以上からなる参照元
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表現が選択されると、参照元文書の参照元表現の位置に、検索表現の属性（検索表現属性
）を付加した属性付き参照元文書を生成する。なお、この検索表現属性とは、当該参照元
表現が検索表現であることを示す固有の識別子、参照元文書における位置、文字数等を示
す情報である。この検索表現特定手段１１ｂで生成された属性付き参照元文書は、検索・
文書部品生成手段１３に出力される。
　図１に戻って、文書作成支援装置１の全体構成について説明を続ける。
【００４０】
　検索手順記憶手段１２は、参照元文書中の一語以上からなる参照元表現に関連した関連
情報を検索する検索手順を予め記憶しておくものであって、ハードディスク等の一般的な
記憶手段である。ここでは、検索手順として、検索手順を実行する検索インスタンスを生
成するための雛形を記憶しておくこととする。なお、検索インスタンスとは、検索を実行
するための一連の動作実体を示すものであって、例えば、オブジェクト指向言語における
オブジェクトの実体である。
　ここで、検索手順記憶手段１２には、以下の（手順１）～（手順５）に示す検索インス
タンスの雛形を記憶しておく。
【００４１】
（手順１）参照元文書記憶手段１０又は参照元文書表示制御手段１１から文書（参照元文
書又は属性付き参照元文書）を取得する。
（手順２）手順１で取得した文書から、情報資源への検索要求を生成する。ここで、情報
資源とは、検索を行うための情報の提供元であって、対訳辞書、翻訳用例集、ウェブサイ
ト等である。
　例えば、ウェブサイトによって検索（ウェブ検索）を実行する場合であれば、参照元文
書から固有表現を抽出したり、属性付き参照元文書から検索表現属性が付与されている参
照元表現を抽出したりすることで、検索用のキーワードを生成し、当該キーワードをウェ
ブ検索エンジンに検索を実行させるＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を検索要求とし
て生成する。
【００４２】
（手順３）手順２で生成された検索要求を実行（例えば、ウェブ検索の場合は、手順２で
生成したＵＲＬにアクセス）し、検索結果を取得し記憶する。
（手順４）手順３の検索結果を表示装置２に表示する。
（手順５）文書部品を生成する。なお、手順３で検索された検索結果がすでに文書部品と
なる場合（例えば、翻訳結果等）は、この手順５を実行しない場合がある。
　この手順１～５に示すような検索インスタンスの雛形は、検索・文書部品生成手段１３
によって読み出され利用される。
【００４３】
　なお、検索手順記憶手段１２には、複数種類（ｎ種類：ｎ≧１）の検索手順Ｔｉ（１≦
Ｔｉ≦ｎ）を記憶してもよい。ここでは、検索手順の一例として、対訳辞書で検索を行う
対訳辞書検索、過去に翻訳された翻訳用例集で検索を行う翻訳用例検索、ウェブサイトで
検索を行うウェブ検索の手順を検索手順記憶手段１２に記憶しておくこととする。
【００４４】
　検索・文書部品生成手段１３は、参照元文書又は属性付き参照元文書から、参照元文書
中の一語以上からなる参照元表現に関連した関連情報を検索し、文書部品を生成するもの
である。この検索・文書部品生成手段１３で生成された文書部品は、文書部品記憶手段１
４に記憶され、記憶された旨が文書部品表示制御手段１５に通知される。
【００４５】
　ここで、図３を参照して、検索・文書部品生成手段１３の構成について具体的に説明す
る。図３は、検索・文書部品生成手段の詳細な機能ブロック図である。図３に示すように
、検索・文書部品生成手段１３は、検索インスタンス生成手段１３ａと、検索インスタン
ス実行・管理手段１３ｂと、検索結果記憶手段１３ｃと、検索結果表示制御・文書部品生
成手段１３ｄと、文書部品生成手段１３ｅとを備えている。
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【００４６】
　検索インスタンス生成手段１３ａは、検索手順記憶手段１２に記憶されている検索手順
の雛形に基づいて、参照元文書記憶手段１０に記憶されている参照元文書又は参照元文書
表示制御手段１１の検索表現特定手段１１ｂ（図２）で生成された属性付き参照元文書か
ら、検索インスタンスを生成するものである。
　ここで、検索手順記憶手段１２に、ｎ種類（ｎ≧１）の検索手順Ｔｉ（１≦Ｔｉ≦ｎ）
が雛形として記憶されているとすると、検索インスタンス生成手段１３ａは、文書（参照
元文書又は属性付き参照元文書）Ｄと、検索手順Ｔｉとの組［Ｄ，Ｔｉ］のｎ個の検索イ
ンスタンスを生成する。
【００４７】
　例えば、検索手順記憶手段１２に、対訳辞書検索、翻訳用例検索、ウェブ検索の３種類
の検索手順に対する雛形が記憶されているとすると、検索インスタンス生成手段１３ａは
、「“文書Ｄ”を処理して対訳辞書検索を実行する検索インスタンス」、「“文書Ｄ”を
処理して翻訳用例検索を実行する検索インスタンス」及び「“文書Ｄ”を処理してウェブ
検索を実行する検索インスタンス」の３個の検索インスタンスを生成する。
【００４８】
　また、検索手順記憶手段１２に、他の文書Ｄ´を処理対象とする場合、前記した３個の
インスタンスとは別に、新たに「“文書Ｄ´”を処理して対訳辞書検索を実行する検索イ
ンスタンス」、「“文書Ｄ´”を処理して翻訳用例検索を実行する検索インスタンス」及
び「“文書Ｄ´”を処理してウェブ検索を実行する検索インスタンス」の３個の検索イン
スタンスを生成する。
　このように生成された検索インスタンスは、検索インスタンス実行・管理手段１３ｂに
出力される。
【００４９】
　検索インスタンス実行・管理手段（検索手段）１３ｂは、検索インスタンス生成手段１
３ａで生成された検索インスタンスを管理し、実行させるものである。ここでは、検索イ
ンスタンス実行・管理手段１３ｂは、検索インスタンスを実行させることで、表示装置２
に検索結果を表示させ、当該検索結果を検索結果記憶手段１３ｃに記憶させる。
　また、検索インスタンス実行・管理手段１３ｂは、検索インスタンスの実行後、検索結
果表示制御・文書部品生成手段１３ｄ又は文書部品生成手段１３ｅを動作させ、文書部品
を取得する。検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄ又は文書部品生成手段１３ｅか
ら取得した文書部品は、文書部品記憶手段１４に記憶される。なお、検索インスタンス実
行・管理手段１３ｂは、文書部品を文書部品記憶手段１４に記憶した段階で、文書部品表
示制御手段１５にその旨を通知する。
【００５０】
　検索結果記憶手段１３ｃは、検索インスタンス実行・管理手段１３ｂで検索インスタン
スが実行されることで取得された関連情報を検索結果として記憶するものであって、ハー
ドディスク等の一般的な記憶手段である。
【００５１】
　検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄは、検索結果の表示装置２への表示を制御
し、当該検索結果から文書部品を生成するものである。ここでは、検索結果表示制御・文
書部品生成手段１３ｄは、検索結果記憶手段１３ｃに記憶されている検索結果を、表示装
置２の画面上に検索結果表示画面（図９の対訳辞書検索結果画面２４１等）として表示す
る。また、ここでは、検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄは、検索結果表示画面
において、文書作成者によってマウス等の入力装置３を介して、検索結果中の任意の一語
以上からなる表現が選択されることで、当該「表現」を文書部品として生成する機能を有
する。ここで生成された文書部品は、検索インスタンス実行・管理手段１３ｂを介して、
文書部品記憶手段１４に記憶される。
【００５２】
　文書部品生成手段１３ｅは、検索結果記憶手段１３ｃに記憶されている検索結果から、
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文書部品を生成するものである。この文書部品生成手段１３ｅは、検索結果表示制御・文
書部品生成手段１３ｄとは異なり、文書作成者の操作を伴わずに文書部品を生成する。
　この検索結果から文書部品を生成する手法は、特に限定するものではないが、例えば、
対訳辞書検索の検索結果の中から、めずらしい訳語（予め定めた出現頻度よりも、出現頻
度が低い訳語）を文書部品とする。また、例えば、参照元文書が、検索表現属性を付加し
た属性付き参照元文書である場合、翻訳用例検索の検索結果の中から、検索表現属性が付
与されている「表現」に対応する対訳にあたる部分を文書部品とする。
【００５３】
　なお、検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄや文書部品生成手段１３ｅが生成す
る文書部品は、１つの参照元表現に対して１つとする。ここでは、１つの検索インスタン
スが複数の文書部品（例えば、複数の翻訳候補）を生成する場合、あるいは、１つの参照
元表現に複数の検索インスタンスが別々に文書部品を生成する場合、検索結果表示制御・
文書部品生成手段１３ｄや文書部品生成手段１３ｅは、予め定めた手順に従って、１つの
文書部品を選択することとする。例えば、複数の文書部品が生成される場合は、最初に生
成された文書部品を採用する。また、複数の検索インスタンスが文書部品を生成する場合
は、予め検索インスタンスに優先順位を設定しておき、最も優先順位の高い検索インスタ
ンスが生成する文書部品を採用する。
　このように、検索・文書部品生成手段１３を構成することで、参照元文書から、文書作
成者が利用可能は文書部品を生成することができる。
　図１に戻って、文書作成支援装置１の全体構成について説明を続ける。
【００５４】
　文書部品記憶手段１４は、検索・文書部品生成手段１３で検索（生成）された文書部品
を、参照元表現に対応付けて記憶するものであって、ハードディスク等の一般的な記憶手
段である。
　ここで、文書部品記憶手段１４には、参照元文書の「表現（Ｅｓ）」（参照元表現）に
対応付けて、当該文書部品を生成した検索インスタンスの識別子（Ｓ）、検索インスタン
スＳによる検索結果（Ｉ）、文書部品となる検索結果中の「表現（Ｅｔ）」及び文書部品
の使用状況属性Ｕ等を記憶しておく。なお、使用状況属性Ｕは、当該文書部品が新規文書
に使用（挿入）されているか否かを示すフラグである。この使用状況属性Ｕの詳細につい
ては後で説明する。
【００５５】
　文書部品表示制御手段１５は、検索・文書部品生成手段１３で検索・生成された文書部
品の表示装置２への表示を制御するものである。ここでは、文書部品表示制御手段１５は
、文書部品を参照元表現と対応付けて、表示装置２の表示画面上の予め定めた領域（参照
元文書表示領域２２〔図９参照〕）に表示させることで、文書作成者が新規文書を作成す
る際に利用する部品として文書部品を提供する。
【００５６】
　ここで、図４を参照して、文書部品表示制御手段１５の構成について具体的に説明する
。図４は、文書部品表示制御手段の詳細な機能ブロック図である。図４に示すように、文
書部品表示制御手段１５は、部品表示手段１５ａと、挿入部品特定手段１５ｂと、強調部
品特定手段１５ｃとを備えている。
【００５７】
　部品表示手段（部品強調手段）１５ａは、文書部品を文書部品記憶手段１４から読み出
して、表示装置２の表示画面上の領域（参照元文書表示領域）に、参照元表現に対応付け
て表示するものである。これによって、文書作成者は、参照元文書のどの表現（参照元表
現）にどの文書部品が対応するのかを視認することができる。なお、部品表示手段１５ａ
は、文書部品記憶手段１４に記憶されている文書部品に対応して記憶されている使用状況
属性が、新規文書において使用されていることを示す「使用中」である場合、文書部品の
文字を、未使用の文書部品と区別可能な表示方法（予め定めた文字色等の属性）で表示す
る。例えば、部品表示手段１５ａは、文書部品が「使用中」である場合、未使用の文書部
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品と異なる色等の属性で文書部品の文字列を表示する。
【００５８】
　なお、部品表示手段１５ａは、文書部品記憶手段１４に記憶されている文書部品に対応
して記憶されている使用状況属性に変化があった段階で、表示の更新を行うものとする。
　また、部品表示手段１５ａは、強調部品特定手段１５ｃ又は新規文書編集制御手段１６
から、文書部品を指定されて強調表示の指示が通知された場合、表示画面上の参照元文書
表示領域内における当該文書部品と同一のすべての文書部品について、強調表示を行う。
この強調表示は、例えば、「使用中」又は「未使用」の際に表示される文書部品とは異な
る色等とする。
【００５９】
　挿入部品特定手段１５ｂは、マウス等の入力装置３を介して、部品表示手段１５ａが表
示した文書部品が選択されることで、新規文書に挿入する文書部品を特定するものである
。また、挿入部品特定手段１５ｂは、特定された文書部品を、新規文書編集制御手段１６
に通知する。なお、挿入部品特定手段１５ｂは、文書部品の文字列のデータを新規文書編
集制御手段１６に通知こととしてもよいし、文書部品記憶手段１４に予め文書部品に固有
の識別子を付与しておき、当該識別子を新規文書編集制御手段１６に通知することとして
もよい。
　これによって、文書作成者が選択した文書部品が、新規文書編集制御手段１６において
、新規文書に挿入されることになる。
【００６０】
　強調部品特定手段（使用元強調部品特定手段）１５ｃは、マウス等の入力装置３を介し
て、部品表示手段１５ａが表示した文書部品が選択されることで、強調表示させる文書部
品を特定するものである。また、強調部品特定手段１５ｃは、特定された文書部品を、部
品表示手段１５ａに通知する。
　また、ここでは、新規文書に挿入された文書部品についても同一の強調表示を行わせる
ため、強調部品特定手段１５ｃは、特定された文書部品を、新規文書編集制御手段１６に
も通知する。これによって、参照元文書と新規文書との間で、文書部品がどのように利用
されているのかを文書作成者に提示することができる。
　なお、挿入部品特定手段１５ｂにおける文書部品の選択方法と、強調部品特定手段１５
ｃにおける文書部品の選択方法は、予め定めた異なる方法で行うこととする。例えば、一
方をマウスのシングルクリック、他方をマウスのダブルクリックにより選択する。
　図１に戻って、文書作成支援装置１の全体構成について説明を続ける。
【００６１】
　新規文書編集制御手段１６は、新規文書の編集制御を行うものである。ここでは、新規
文書編集制御手段１６は、表示装置２の表示画面上の予め定めた領域（新規文書編集領域
２３〔図９参照〕）において、新規文書を編集するための制御を行う。これによって、文
書作成者は、文書部品表示制御手段１５が表示画面の参照元文書表示領域において提供す
る文書部品を利用して、新規文書を生成することができる。
【００６２】
　ここで、図５を参照して、新規文書編集制御手段１６の構成について具体的に説明する
。図５は、新規文書編集制御手段の詳細な機能ブロック図である。図５に示すように、新
規文書編集制御手段１６は、新規文書表示手段１６ａと、新規文書編集手段１６ｂと、部
品挿入手段１６ｃと、強調部品特定手段１６ｄと、部品削除手段１６ｅとを備えている。
【００６３】
　新規文書表示手段（部品強調手段）１６ａは、表示装置２の表示画面上の領域（新規文
書編集領域）に、新規文書を表示するものである。なお、新規文書表示手段１６ａは、す
でに編集中の文書に対して編集を行う場合、新規文書記憶手段１７から、新規文書（以前
に編集した文書）を読み出して表示装置２に表示する。
【００６４】
　また、新規文書表示手段１６ａは、新規文書に文書部品が挿入されている場合、その文
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書部品を新規文書内の他の文字列と区別可能な表示方法（予め定めた文字色等の属性）で
表示する。例えば、新規文書表示手段１６ａは、文書部品を、新規文書内の文書部品以外
である他の文字列と異なる色等の属性で表示する。
【００６５】
　また、新規文書表示手段１６ａは、強調部品特定手段１６ｄ又は文書部品表示制御手段
１５から、文書部品を指定されて強調表示の指示が通知された場合、表示画面上の新規文
書編集領域内における当該文書部品と同一のすべての文書部品について強調表示を行う。
この強調表示は、文書部品であることを示す表示とは異なる色等とする。
【００６６】
　新規文書編集手段１６ｂは、新規文書を編集するものであって、キーボード等の入力装
置３によって、文字の挿入、削除等を行うエディタとして機能する。この新規文書編集手
段１６ｂは、編集結果を逐次新規文書記憶手段１７に記憶する。
【００６７】
　部品挿入手段１６ｃは、マウス、キーボード等の入力装置３によって指定された新規文
書編集領域における新規文書内の位置に、文書部品表示制御手段１５の挿入部品特定手段
１５ｂ（図４）で特定された文書部品を挿入するものである。なお、部品挿入手段１６ｃ
は、挿入した文書部品を、文書部品であることを特定する固有の識別子等を付与して新規
文書記憶手段１７に記憶する。また、部品挿入手段１６ｃは、文書部品が挿入された旨を
、新規文書表示手段１６ａに通知することで、当該文書部品を、新規文書内の文書部品以
外である他の文字列と異なる色等で表示させる。
【００６８】
　また、部品挿入手段１６ｃは、文書部品記憶手段１４に記憶されている文書部品の使用
状況属性を「使用中」に設定する。その後、部品表示手段１５ａ（図４）によって、参照
元文書表示領域に表示されている文書部品が、「使用中」を示す表示となるため、文書作
成者は、どの文書部品が使用され、新規文書のどの位置に挿入されているのかを視認する
ことができる。
【００６９】
　強調部品特定手段（使用先強調部品特定手段）１６ｄは、マウス等の入力装置３を介し
て、新規文書表示手段１６ａが表示した文書部品が選択されることで、強調表示させる文
書部品を特定するものである。また、強調部品特定手段１６ｄは、特定された文書部品を
、新規文書表示手段１６ａに通知する。
　また、ここでは、参照元文書表示領域における文書部品についても同一の強調表示を行
わせるため、強調部品特定手段１６ｄは、特定された文書部品を、文書部品表示制御手段
１５にも通知する。これによって、参照元文書と新規文書との間で、文書部品がどのよう
に利用されているのかを文書作成者に提示することができる。
【００７０】
　部品削除手段１６ｅは、新規文書内に挿入された文書部品を、マウス、キーボード等の
入力装置３によって指定されることで、新規文書から文書部品を削除するものである。こ
のとき、部品削除手段１６ｅは、新規文書記憶手段１７に記憶されている新規文書から文
書部品を削除し、併せて、文書部品記憶手段１４に記憶されている文書部品の使用状況属
性を「未使用」に設定する。その後、部品表示手段１５ａ（図４）によって、参照元文書
表示領域に表示されている文書部品が、「未使用」を示す表示（元の表示）となるため、
文書作成者は、文書部品が使用されていないことを視認することができる。
【００７１】
　なお、ここでは、新規文書内で文書部品を削除した段階で、当該文書部品を「未使用」
とすることとしたが、本動作はこれに限定されるものではない。例えば、文書部品記憶手
段１４に記憶されている文書部品の使用状況属性に、「使用中」に設定された回数を保持
することとし、新規文書内で文書部品を削除した段階でその回数を減じ、回数が“０”に
なった段階で、「未使用」に設定することとしてもよい。
　図１に戻って、文書作成支援装置１の全体構成について説明を続ける。
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【００７２】
　新規文書記憶手段１７は、文書作成者が作成する新規文書を記憶するものであって、ハ
ードディスク等の一般的な記憶手段である。
　ここでは、新規文書記憶手段１７には、新規文書編集手段１６ｂ（図５）によって編集
された新規文書が記憶される。なお、新規文書記憶手段１７に記憶される新規文書は、部
品挿入手段１６ｃ（図５）によって、新規文書内に固有の識別子等が付与された文書部品
が挿入される。また、新規文書記憶手段１７に記憶される新規文書は、部品削除手段１６
ｅ（図５）によって、新規文書から文書部品が削除される。
【００７３】
　以上説明したように文書作成支援装置１を構成することで、文書作成支援装置１は、文
書作成者に対して、参照元文書から新規文書に利用することが可能な「表現」を文書部品
として提示し、新規文書を作成する作業効率を高めることができる。
【００７４】
　また、文書作成支援装置１は、文書作成者に対して、どの文書部品を新規文書に利用し
たのかを視認させることができる。これによって、文書作成支援装置１は、参照元文書の
文書部品を何度も利用して、同一文書内で、冗長な文章を作成することを防止することが
できる。また、新規文書に文書部品を利用した文章の追加を忘れることを防止することが
できる。
　なお、文書作成支援装置１は、一般的なコンピュータを、前記した各手段として機能さ
せるプログラム（文書作成支援プログラム）により動作させることで実現することができ
る。
【００７５】
［文書作成支援装置の動作］
　次に、本発明に係る文書作成支援装置の動作について説明する。なお、ここでは、主に
、参照元文書から文書部品を生成、表示するまでの動作（文書部品表示動作）と、新規文
書に対して文書部品を挿入又は削除する動作（文書部品挿入・削除動作）と、使用してい
る文書部品を強調表示させる動作（文書部品強調表示動作）とを説明することとする。
【００７６】
（文書部品表示動作）
　最初に、図６を参照（構成については、適宜図１～図５参照）して、文書作成支援装置
１において、参照元文書から文書部品を生成、表示するまでの動作について説明する。図
６は、文書作成支援装置の文書部品表示動作を示すフローチャートである。
【００７７】
　まず、文書作成支援装置１は、参照元文書表示制御手段１１の参照元文書表示手段１１
ａによって、参照元文書記憶手段１０から参照元文書を読み出して、表示装置２に表示す
る（ステップＳ１０）。そして、文書作成支援装置１は、検索表現特定手段１１ｂによっ
て、入力装置３を介して、文書作成者から表示装置２に表示された参照元文書中の一語以
上からなる参照元表現が選択されることで、参照元表現の位置に、検索表現の属性（検索
表現属性）を付加した属性付き参照元文書を生成する（ステップＳ１１）。
【００７８】
　その後、文書作成支援装置１は、検索・文書部品生成手段１３の検索インスタンス生成
手段１３ａによって、検索手順記憶手段１２に記憶されている検索手順の雛形を参照して
、ステップＳ１１で生成された属性付き参照元文書から、検索インスタンスを生成する（
ステップＳ１２）。そして、文書作成支援装置１は、検索インスタンス実行・管理手段１
３ｂによって、検索インスタンスを実行させることで、参照元表現に関して、情報資源（
対訳辞書等）への検索を実行し、検索結果を検索結果記憶手段１３ｃに記憶する（ステッ
プ１３）。
【００７９】
　なお、ここでは、ステップＳ１１からステップＳ１３において、文書作成者によって指
定された参照元表現の位置に属性を付加した属性付き参照元文書に基づいて、その参照元
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表現に関連する情報を検索したが、文書作成支援装置１は、文書作成者の指定によらず、
参照元文書から固有表現等の「表現」を予め定められた手順によって抽出し、その「表現
」に関連する情報を検索することとしてもよい。
【００８０】
　そして、文書作成支援装置１は、検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄによって
、ステップＳ１３で検索された検索結果を表示装置２の画面上に検索結果表示画面として
表示する（ステップＳ１４）。
　そして、文書作成支援装置１は、検索結果表示制御・文書部品生成手段１３ｄによって
、入力装置３を介して、文書作成者から検索結果中の任意の「表現」が選択されることで
、当該「表現」を文書部品として生成し、文書部品記憶手段１４に記憶する（ステップＳ
１５）。
【００８１】
　なお、ここでは、文書作成者によって指定された検索結果中の「表現」を文書部品とし
たが、文書作成支援装置１は、文書部品生成手段１３ｅによって、文書作成者の操作によ
らず、文書部品を生成することとしてもよい。例えば、検索結果の中から、めずらしい訳
語（予め定めた出現頻度よりも、出現頻度が低い訳語）を、文書部品とする。
　その後、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５の部品表示手段１５ａによ
って、ステップＳ１５で生成された文書部品を、参照元文書の参照元表現に対応付けて表
示する（ステップＳ１６）。
【００８２】
　以上の動作によって、文書作成支援装置１は、文書作成者が参照するための参照元文書
を表示装置２に表示するとともに、関連する文書部品を参照元文書に対応付けて表示装置
２に表示することができる。これによって、文書作成支援装置１は、文書作成者が新規文
書を作成する際に利用可能な「表現」（文書部品）を表示装置２に表示し、文書作成のた
めの支援を行うことができる。
【００８３】
（文書部品挿入・削除動作）
　次に、図７を参照（構成については、適宜図１～図５参照）して、文書作成支援装置１
において、新規文書に対して文書部品を挿入又は削除する動作について説明する。図７は
、文書作成支援装置の文書部品挿入・削除動作を示すフローチャートである。
【００８４】
　まず、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５及び新規文書編集制御手段１
６のそれぞれにおいて、文書作成者が入力装置３によって選択された領域を判定する（ス
テップＳ２０）。
　そして、選択された領域が、参照元文書表示領域である場合（ステップＳ２０で「参照
元文書」）、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５の挿入部品特定手段１５
ｂによって、マウス等によって指示された位置に基づいて、新規文書に挿入する文書部品
を特定する（ステップＳ２１）。
【００８５】
　その後、文書作成支援装置１は、新規文書編集制御手段１６の部品挿入手段１６ｃによ
って、文書作成者が新規文書編集領域内で指定した位置を、文書部品の挿入先として特定
する（ステップＳ２２）。そして、文書作成支援装置１は、部品挿入手段１６ｃによって
、新規文書内に文書部品を挿入し（ステップＳ２３）、文書部品記憶手段１４に記憶され
ている文書部品の使用状況属性を「使用中」に設定する（ステップＳ２４）。
　そして、文書作成支援装置１は、新規文書表示手段１６ａによって、当該文書部品を特
定の色（予め定めた文書部品固有の色）等で表示する（ステップＳ２５）。
【００８６】
　さらに、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５の部品表示手段１５ａによ
って、文書部品記憶手段１４に記憶されている文書部品の使用状況属性を参照して、参照
元文書表示領域内の文書部品を、使用中の有無を示す表示方法で表示する（ステップＳ２
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６）。なお、ここでは、部品表示手段１５ａは、「使用中」に設定された文書部品を、使
用中を示す特定の色（予め定めた固有の色）等で表示する。
【００８７】
　一方、ステップＳ２０において選択された領域が、新規文書編集領域である場合（ステ
ップＳ２０で「新規文書」）、文書作成支援装置１は、新規文書編集制御手段１６の部品
削除手段１６ｅによって、マウス等によって指示された位置に基づいて、新規文書から削
除する文書部品を特定する（ステップＳ２７）。
【００８８】
　そして、文書作成支援装置１は、部品削除手段１６ｅによって、新規文書からステップ
Ｓ２７で特定された文書部品を削除し（ステップＳ２８）、文書部品記憶手段１４に記憶
されている文書部品の使用状況属性を「未使用」に設定する（ステップＳ２９）。
　そして、文書作成支援装置１は、ステップＳ２６に動作を進める。なお、このステップ
Ｓ２６においては、部品表示手段１５ａは、「未使用」に設定された文書部品を、未使用
中を示す色等で表示する。
　以上の動作によって、文書作成支援装置１は、参照元文書に関連する文書部品の使用状
況を、文書作成者に提示することができる。
【００８９】
（文書部品強調表示動作）
　次に、図８を参照（構成については、適宜図１～図５参照）して、文書作成支援装置１
において、使用している文書部品を強調表示させる動作について説明する。図８は、文書
作成支援装置の文書部品強調表示動作を示すフローチャートである。
【００９０】
　まず、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５及び新規文書編集制御手段１
６のそれぞれにおいて、文書作成者が入力装置３によって選択された領域を判定する（ス
テップＳ３０）。
　そして、選択された領域が、参照元文書表示領域である場合（ステップＳ３０で「参照
元文書」）、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５の強調部品特定手段１５
ｃによって、マウス等によって指示された位置に基づいて、強調表示させる文書部品を特
定する（ステップＳ３１）。
【００９１】
　そして、文書作成支援装置１は、文書部品表示制御手段１５の部品表示手段１５ａによ
って、参照元文書表示領域内において、ステップＳ３１で特定された文書部品と同一の文
字列となるすべての文書部品について強調表示を行う（ステップＳ３２）。
　さらに、文書作成支援装置１は、強調部品特定手段１５ｃから、新規文書編集制御手段
１６の新規文書表示手段１６ａに対して、文書部品を指定されて強調表示の指示が通知さ
れることで、新規文書表示手段１６ａが、新規文書編集領域内において、通知された文書
部品と同一の文字列となるすべての文書部品について強調表示を行う（ステップＳ３３）
。
【００９２】
　一方、ステップＳ３０において選択された領域が、新規文書編集領域である場合（ステ
ップＳ３０で「新規文書」）、文書作成支援装置１は、新規文書編集制御手段１６の強調
部品特定手段１６ｄによって、マウス等によって指示された位置に基づいて、強調表示さ
せる文書部品を特定する（ステップＳ３４）。
　そして、文書作成支援装置１は、新規文書編集制御手段１６の新規文書表示手段１６ａ
によって、新規文書編集領域内において、ステップＳ３４で特定された文書部品と同一の
文字列となるすべての文書部品について強調表示を行う（ステップＳ３５）。
【００９３】
　さらに、文書作成支援装置１は、強調部品特定手段１６ｄから、文書部品表示制御手段
１５の部品表示手段１５ａに対して、文書部品を指定されて強調表示の指示が通知される
ことで、部品表示手段１５ａが、参照元文書表示領域内において、通知された文書部品と
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同一の文字列となるすべての文書部品について強調表示を行う（ステップＳ３６）。
【００９４】
　以上の動作によって、文書作成支援装置１は、文書部品を指定されることで、同一の文
書部品が、新規文書編集領域においてどのように利用され、参照元文書表示領域内におい
てどれだけ利用されたかを、文書作成者に視覚的に提示することができる。
【００９５】
　以上説明したように、文書作成支援装置１は、文書作成者に対して、参照元文書を参照
して新規文書を作成する際に、種々の支援を行うことができる。これによって、文書作成
支援装置１は、例えば、文書作成者が、参照元文書の文書部品を利用したことを忘れ、再
度同様の文章を、参照元文書の文書部品を利用して生成したり、あるいは、すでにある文
書部品を利用したと誤って判断し、新規文書に当該文書部品を利用した文章の追加を忘れ
たり、等の作業ミスを低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明に係る文書作成支援装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】本発明に係る文書作成支援装置の参照元文書表示制御手段の詳細な機能ブロック
図である。
【図３】本発明に係る文書作成支援装置の検索・文書部品生成手段の詳細な機能ブロック
図である。
【図４】本発明に係る文書作成支援装置の文書部品表示制御手段の詳細な機能ブロック図
である。
【図５】本発明に係る文書作成支援装置の新規文書編集制御手段の詳細な機能ブロック図
である。
【図６】本発明に係る文書作成支援装置の文書部品表示動作を示すフローチャートである
。
【図７】本発明に係る文書作成支援装置の新規文書編集動作を示すフローチャートである
。
【図８】本発明に係る文書作成支援装置の文書部品強調表示動作を示すフローチャートで
ある。
【図９】本発明に係る文書作成支援装置の概要を説明するための説明図である。
【符号の説明】
【００９７】
　１　　　文書作成支援装置
　１０　　参照元文書記憶装置
　１１　　参照元文書表示制御手段
　１１ａ　参照元文書表示手段
　１１ｂ　検索表現特定手段
　１２　　検索手順記憶手段
　１３　　検索・文書部品生成手段
　１３ａ　検索インスタンス生成手段
　１３ｂ　検索インスタンス実行・管理手段（検索手段）
　１３ｃ　検索結果記憶手段
　１３ｄ　検索結果表示制御・文書部品生成手段（文書部品生成手段）
　１３ｅ　文書部品生成手段
　１４　　文書部品記憶手段
　１５　　文書部品表示制御手段
　１５ａ　部品表示手段（部品強調手段）
　１５ｂ　挿入部品特定手段
　１５ｃ　強調部品特定手段（使用元強調部品特定手段）
　１６　　新規文書編集制御手段
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　１６ａ　新規文書表示手段（部品強調手段）
　１６ｂ　新規文書編集手段
　１６ｃ　部品挿入手段
　１６ｄ　強調部品特定手段（使用先強調部品特定手段）
　１６ｅ　部品削除手段
　１７　　新規文書記憶手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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